
 

 

 
 

採択拠点の拠点形成概要及び採択理由 
 
 
【分野名：社会科学】                                   

大    学    名  東北大学 整理番号 Ｉ－1 

拠点のプログラム名称  社会階層と不平等研究教育拠点の形成 

中核となる専攻等名            文学研究科人間科学専攻 

事 業 推 進 担 当 者 （ﾘｰﾀﾞｰ）佐藤 嘉倫 外14名 

（拠点形成の概要） 

 世界に類をみない半世紀にわたる「社会階層と社会移動」研究（ＳＳＭ調査研究）の実績と、

2000-2001年度教育研究拠点形成支援経費によるプロジェクト（学術資源学プロジェクト）の経験を

踏まえて、理論構築、分析方法開発、研究集積、および人材育成にとくに力点をおく「社会階層と

不平等」研究教育のための拠点を形成する。研究面では、中核的研究領域である「構造と変動」領

域と、現代的要請の高い「マイノリティ」「東アジア」「公正」の３個別研究領域を設け、相互の

有機的連携により、豊かな社会における新しい不平等の解明をめざす理論的・実証的研究を推進す

る。また、国外の研究拠点との連携を強化し、共同研究を推進する。教育面では、ＣＯＥ人材育成

オフィスを設け、若手研究者の国際的研究発信能力の養成と独自プロジェクトへの支援を柱とする、

ＣＯＥ研究員育成プログラムおよび大学院教育プログラムを推進する。なお、本プログラムの成果

にもとづいて社会階層と不平等研究教育センターを設立し、研究と教育の継続的発展を図る。 

（採択理由） 

 拠点形成に対する大学の支援体制も比較的しっかり構想しており、これまでの研究実績を踏まえ

て、現代社会が直面する新しい課題に共同で取り組もうという意志がうかがえる。若手研究者の育

成計画についても練られており、教育の分野でも新しい工夫が見られる。今後、日本におけるこの

分野の拠点としての発展の可能性が期待できる。 




